
(単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
基本財産運用益 3,739,112 3,667,442 71,670
受取会費 10,825,000 15,330,000 △ 4,505,000
事業収益 21,900,000 7,013,695 14,886,305

受託事業収益 21,900,000 7,000,000 14,900,000
出版事業収益 0 13,695 △ 13,695

雑収益 0 29,700 △ 29,700
経常収益計 36,464,112 26,040,837 10,423,275

（２）経常費用
事業費

給料手当 21,632,544 20,152,120 1,480,424
賞与引当金繰入 743,081 757,624 △ 14,543
退職給与引当金繰入 2,548,913 2,124,192 424,721
法定福利費 4,130,971 3,381,383 749,588
福利厚生費 307,855 290,134 17,721
賃借料 7,416,101 6,207,268 1,208,833
旅費交通費 2,200 0 2,200
消耗品費 367,324 583,568 △ 216,244
調査研究費 0 3,000 △ 3,000
印刷出版費 200,673 678 199,995
謝金 551,155 0 551,155
雑費 62,309 48,960 13,349

事業費計 37,963,126 33,548,927 4,414,199
管理費

給料手当 1,560,360 1,453,577 106,783
賞与引当金繰入 53,599 54,648 △ 1,049
退職給与引当金繰入 183,854 153,218 30,636
法定福利費 297,968 243,900 54,068
福利厚生費 22,206 20,927 1,279
賃借料 465,119 447,732 17,387
旅費交通費 524,196 548,444 △ 24,248
通信運搬費 657,759 731,113 △ 73,354
評議員会・理事会費 0 51,960 △ 51,960
会議費 18,280 0 18,280
報酬 4,711,040 737,000 3,974,040
租税公課 610 2,150 △ 1,540
雑費 258,509 1,593,130 △ 1,334,621

管理費計 8,753,500 6,037,799 2,715,701
経常費用計 46,716,626 39,586,726 7,129,900
当期経常増減額 △ 10,252,514 △ 13,545,889 3,293,375

前年度 増減

正味財産増減計算書
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

科     目 当年度
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科     目 当年度 前年度 増減

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 7,882 4,433 3,449
（２）経常外費用 0 0 0
当期経常外増減額 7,882 4,433 3,449
当期一般正味財産増減額 △ 10,244,632 △ 13,541,456 3,296,824
一般正味財産期首残高 166,762,679 180,304,135 △ 13,541,456
一般正味財産期末残高 156,518,047 166,762,679 △ 10,244,632

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 156,518,047 166,762,679 △ 10,244,632
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(単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
基本財産運用益 3,739,112 3,739,112
受取会費 7,577,500 3,247,500 10,825,000
事業収益 21,900,000 21,900,000

受託事業収益 21,900,000 21,900,000
経常収益計 29,477,500 6,986,612 36,464,112

（２）経常費用
事業費

給料手当 21,632,544 21,632,544
賞与引当金繰入 743,081 743,081
退職給与引当金繰入 2,548,913 2,548,913
法定福利費 4,130,971 4,130,971
福利厚生費 307,855 307,855
賃借料 7,416,101 7,416,101
旅費交通費 2,200 2,200
消耗品費 367,324 367,324
印刷出版費 200,673 200,673
謝金 551,155 551,155
雑費 62,309 62,309

事業費計 37,963,126 0 37,963,126
管理費

給料手当 1,560,360 1,560,360
賞与引当金繰入 53,599 53,599
退職給与引当金繰入 183,854 183,854
法定福利費 297,968 297,968
福利厚生費 22,206 22,206
賃借料 465,119 465,119
旅費交通費 524,196 524,196
通信運搬費 657,759 657,759
会議費 18,280 18,280
報酬 4,711,040 4,711,040
租税公課 610 610
雑費 258,509 258,509

管理費計 0 8,753,500 8,753,500
経常費用計 37,963,126 8,753,500 46,716,626
当期経常増減額 △ 8,485,626 △ 1,766,888 △ 10,252,514

正味財産増減計算書内訳表
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

科     目
公益目的
事業会計

法人会計 合計

5



科     目
公益目的
事業会計

法人会計 合計

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 0 7,882 7,882
（２）経常外費用 0
当期経常外増減額 0 7,882 7,882
当期一般正味財産増減額 △ 8,485,626 △ 1,759,006 △ 10,244,632
一般正味財産期首残高 △ 174,647,516 341,410,195 166,762,679
一般正味財産期末残高 △ 183,133,142 339,651,189 156,518,047

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 183,133,142 339,651,189 156,518,047
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1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券…償却原価法（定額法）を採用している。
その他有価証券…　総平均法による原価法を採用している。

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産については、総平均法による原価法を採用している。

(3)引当金の計上基準

退職給付引当金…　期末時における退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。

賞与引当金…　期末時における賞与の要支給額に相当する金額を計上している。

(4)消費税の会計処理の方法について

消費税については、税込処理の方法を採用している。

2.基本財産の増減額及びその残高

基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 投資有価証券 304,042,898 239,112 0 304,282,010

 現金預金 1,957,102 0 239,112 1,717,990

合計 306,000,000 239,112 239,112 306,000,000

3.基本財産の財源等の内訳

基本財産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

 投資有価証券 304,282,010 0 (304,282,010) 0

 現金預金 1,717,990 0 (1,717,990) 0

合計 306,000,000 0 (306,000,000) 0

4.有価証券の内訳

(1)満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
（単位：円）

銘柄名 帳簿価額 時　　価 評価損益

第10回　利付国債 98,050,641 98,620,000 569,359

第74回　利付国債 95,426,387 71,690,000 △ 23,736,387

第76回　利付国債 104,804,982 79,200,000 △ 25,604,982
合計 298,282,010 249,510,000 -48,772,010

(2)基本財産として寄付された有価証券の内訳
（単位：円）

銘柄名 帳簿価額
株式会社ジェフグルメカード株式 6,000,000

(3)その他有価証券の内訳
（単位：円）

銘柄名 帳簿価額
株式会社ジェフグルメカード株式 9,000,000

財務諸表に対する注記
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5.退職給付関係

(1)採用している退職給付制度の概要

退職金規程に基づく退職一時金制度を採用している。

(2)退職給付債務に関する事項

退職給付債務 25,920,403 円

退職給与引当金 25,920,403 円

(3)退職給付費用に関する事項

勤務費用 2,732,767 円

(4)退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務及び退職給付費用の算定方式として簡便法を採用している。

1.重要な固定資産の明細
(1)引当金に係る明細

（単位：円）

目的使用 その他
賞与引当金 812,272 796,680 812,272 － 796,680
退職給与引当金 23,187,636 2,732,767 0 － 25,920,403

附属明細書

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
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